
事業番号 225

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(国土交通省)

予算事業名
関係者と連携した環境対策立案等検討業務
経費

事業開始
年度

平成21年度 作成責任者

担当部局庁 道路局 担当課室
環境安全課
　道路環境調査室

室長
菊地　春海

会計区分 一般会計 上位政策 快適な道路環境等を創造する

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

自動車から排出される窒素酸化物および粒
子状物質の特定地域における総量の削減等
に関する特別措置法第6及び8条

関係する計
画、通知等

-

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

・全国的な沿道環境（大気質）の状況は改善傾向にはあるが、大都市の幹線道路等において未だ環境基準が
非達成であり、早期解消に向けた大気質対策を行っていく必要がある。このため、各種対策の効果を適切に
把握し、効果的・効率的に対策を実施する必要がある。そこで、道路管理者等が実施してきた大気汚染対策
について、対策効果を把握するとともに、今後の環境基準達成に向けた対策の立案等の検討を行う。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

・大気質については各種対策の実施により一般局においては概ね環境基準を達成しているものの、大都市の
幹線道路交差点付近等においては一部で非達成観測局が残されており、早期解消に向けた効果的な対策が必
要と考えている。そこで、各地で進められている各種ハード、ソフト対策について、対策効果の検証を行う
とともに、対策効果予測手法の検討を行い、今後の環境基準達成に向けた対策の立案等の検討を行う。

実施状況

＜平成21年度の実施状況＞
・大気質対策に関係するデータの収集及び対策効果予測手法の検討を行った。また、大気質対策の効果予測
と課題の整理を行った。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） - - 20 19 0

執行額 - - 16

執行率 - - 80.0%執行率

総事業費(執行ベース) - - -

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

・当該予算の執行は国土交通省で実施しており、全ての支出先を把握している。
・また、入札及び契約内容の妥当性については、第三者機関である入札監視委員会等により審議いただいてい
る。

見直しの
余地

・平成21年度に、これまで大気質予測の予測手法が確立されていない都市部交差点等を対象とした予測手法の
開発について検討し、手法をとりまとめた。平成22年度は、開発された予測手法を活用して、各大気質対策の
効果について検証し、効果的対策の検討を行う。今後、必要に応じて、予測モデルの改良を進めることが必要
である。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

【事業廃止】
本検討業務については廃止することとするが、大都市における道路の沿道の環境対策の重要性を踏まえ、実効性の向上に資す
る取組を行う。

補
　
記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（予算額）　　（決算見込額）
010　道路環境等対策費
　95016-2123-09　道路環境等対策調査費　　20百万円　　　16百万円



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)

※契約ベースにて作成 

国土交通省 
（16百万円） 

・検討の企画立案、実施 
 

Ａ株式会社 公共計画研究所 
（16百万円） 

・データの収集・現地調査等 

【企画競争】

て補足する)
(単位:百万円)



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す

A.株式会社公共計画研究所 E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

役務費 大気質対策に係る調査検討 16

計 16 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C Gついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0


